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鳳凰の花、 咲きこぼれる
 HOOH花火、夜空を彩る 
　今年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、行事も多
く中止になり、寮生が楽しみにしている夏休みの帰省もで
きなくなるなど、辛い思いをした生徒が多くいる。そんな
大変な状況の中でも、踏ん張って、前に突き進んでほしい
という思いを込めて、花火を打ち上げた。この花火に歓声
を上げる生徒、友人と楽しさを共有する生徒、辛い思いを
乗り越え溢れる思いから涙する生徒。様々な思いを乗せた
花火が鳳凰高校の夜空を彩った。

 2020文化祭『百花繚乱～咲き乱れろ  鳳凰魂～』 
　10月31日、文化祭が開催された。例年２日間で行われる文化祭だが、今年度は展示発表とステージ発表に絞り、１日
のみの開催となった。ステージ発表は、クラスごとに時間を区切り、体育館で鑑賞するクラス、教室でリモートにて視
聴するクラスに分かれて、万全な対策をとって実施された。例年と違う形の文化祭だったが、鳳凰高校に生徒たちの笑
顔の花が咲きこぼれた。



ＣＬＯＳＥ-ＵＰ
～ 活躍する鳳凰生の思いに迫る ～

部活動で活躍する鳳凰生
　新型コロナウイルスの影響で、部活動も思うように活動ができない中、男女テニス部、女子サッカー部、駅伝部、陸上部が九州大
会への出場を決めた。コロナに負けず、それぞれの目標に向かって強く前進している部員たち。今回は、その中でも今後も全国レベ
ルの活躍が期待される鳳凰生の姿に迫る。

新生徒会執行役員の紹介
　９月26日、任期満了に伴う生徒会執行役員改選が行われた。例年であれば各立候補者による立会演説が体育館で行われるが、今回
は新型コロナウイルス感染症対策のため、事前に収録した演説を各教室で放映した。
　投票の結果、以下の生徒が新生徒会執行委員として選ばれた。

　生徒会長  西岡さんから一言！
　10月より新生徒会執行役員の活動が始まりました。生徒の皆さんが毎日楽しく過ごせるような、よりよい学校づくりのために尽力したいと
思っています。また、今年は新型コロナウイルスの影響により、昨年までと比べて体育祭や文化祭など、学校行事が中止になったり規模が縮
小したりしていますが、このような状況でも学校行事を最大限楽しめるよう、皆さんの意見をたくさん取り入れたいと考えています。１年間
よろしくお願いします！

全国の舞台を経験した伊藤さんに聞きました！

伊
い

　藤
とう

　　凜
りん

 さん（女子テニス部主将）
─────────────────────────────────────

【経歴】刈谷市立朝日中学校出身。普通科特進コースⅡ類に在籍し、女子テニス部の主将を務
める。九州大会・全国大会には２年生から出場し、チームの中心的存在となった。９月19日に
放送された「ＫＴＳの日」で特集されるなど、今後の活躍が期待されている選手の１人である。

Ｑ１ �伊藤さんの強さはどこから生まれたのですか？
　初めての寮生活で不安や悩みもありましたが、遠くから応援してくれている親にはなかなか相談できずにいまし
た。しかし部員や友人が悩みを聞いてくれ、自分で解決策を見つけていけたことが強さにつながったと思います。
チームや友人の支えがなければ今の自分はなかったと思います。

Ｑ2 �後輩の皆さんに伝えたいことは？
　今年新型コロナウイルス感染症の影響で大会がなくなったよう
に、いつ何が起こるか分かりません。部活動に励んでいる皆さん
も、今、自分の好きな競技ができていることに感謝して、この環境
を当たり前だと思わずにこれからも日々練習に励んでください。そ
して後悔のない高校３年間を過ごしてほしいです。

Ｑ3 �今後の目標を教えてください。
　進学して、テニスと勉強の両立をしていきたいと考えています。
日々多くのことを吸収し、早くチームの戦力になれるように練習に
励みます。
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医療・介護現場のプロを目指して奮闘中！
～ 総合福祉科・看護学科　実習報告 ～

総合福祉科２年・３年　校内演習
 介護ロボット体験 
　「社会福祉法人　野の花会」の方々に来校して頂き、講演及び介護ロボット体
験を行った。講演では、どのような介護ロボットを導入し利用しているかお話し
いただいた。援助の方法によって様々な介護ロボットが作られており、介護福祉
士の負担軽減につながっているということを知り、生徒たちは最新の機器に驚き
と感動を覚えていた。

　�　「腰に装着する介護支援用ロボットや福祉用具
の正しい使い方を学ぶことができました。スライ
ディングシートやコミュニケーションロボットな
ど楽しく体験することができて良かったです。」

� （総合福祉科２年２組　小川　友里奈）

  榎山学園講演会 
　「障害者支援施設　榎山学園」の方々による講演会を開催した。はじめ、職
員の貴島様が施設での活動について、また介護福祉士としての業務について、
写真を見せながら説明してくださった。副施設長の小屋敷様からは榎山学園
の紹介や介護福祉士の力が必要とされている現状などをお話しいただいた。 

「感謝の気持ちを『ありがとう』と言葉に表すこと。ありがとうの反対語は『当
たり前』である。」などの言葉に、生徒たちは真剣に耳を傾けていた。

　�　「コロナ禍で実習に行けない中、施設の貴重なお話が聞けて勉強になり
ました。写真に写る利用者の方々の笑顔が印象的でした。今回の講話を
今後に生かして頑張りたいです。」� （総合福祉科２年２組　上薄　清楓）

看護学科基礎課程３年　校内演習
　看護師の道へ一歩近づくための臨地実習。今年度は新型コロ
ナウイルス感染症の影響により校内演習という形で実施された。
　専門課程への進級が迫る３年生の実習では、臨場感のある実
習を目指し、シミュレーション人体モデルを活用した看護実践
や、教員が患者役をすることで「対話」を通じて行われる看護
実践が展開された。実習当初は、不安や緊張も強く、うまくい
かないコミュニケーションや看護実践に対して「患者さんのこ
とを第一に考えられていない」と悔し泣きする生徒もいた。そ
れでも日々前向きに、病棟スタッフ担当の看護教員や、担任・
副担任の指導・助言を自分のものにしようと努力し、最終的に

はできることが増え、患者との関
係も築けていった生徒たちの姿が
印象的だった。最終反省会では「心
温まる指導をありがとうございま
した」と感謝を述べる生徒もおり、
厳しい中にも、優しさや愛情を感
じられる実り多い実習となった。▲オリエンテーションと校内演習の様子

▲シミュレーション人体モデルを設置した実習室

▲認知症サポーター養成講座の様子

▲介護ロボットを体験する様子



鳳凰トピックス

　８月から約２ヶ月間に及ぶ改修工事が行われていたＢ
館トイレ。このたび１階から４階までの計７ヶ所全ての
改修工事が終了した。生徒たちからは「きれい！快適で
す」と感嘆の声が上がった。今後引き続き本館トイレの
改修工事が実施される。

　夏から秋にかけて、中学生対象の体験入学・部活動体
験及びオープンスクールが実施された。各学科とも生徒
を中心に工夫を凝らした体験内容を準備し、中学生を迎
えた。笑顔で活動に取り組む中学生を見て、「楽しんでく
れてよかった。学科の魅力を伝えられたと思う」と生徒
たちも嬉しそうだった。また今年度は、新型コロナウイ
ルスの影響で参加できなかった方のために、オンライン
説明会、出張体験入学、学校自由見学も実施し、たくさ
んの中学生や保護者の方に参加いただいた。

　９月20日、武道館多目的
ホールにて吹奏楽部・合唱
部合同の定期演奏会が開催
された。コロナウイルスの
影響で、一般の方々のご招
待はできず、保護者など学校関係者のみ来場可能という、
例年とは違う形での実施となった。魅力あふれる演奏、
明るい歌声、そして迫力ある両部のコラボ発表に、観客
も終始笑顔で、楽しさあふれる演奏会になった。

 Ｂ館全トイレがリニューアル！ 

 体験入学・オープンスクール   合同定期演奏会 

　7月、株式会社コワダヤさんが高校としらうめ幼稚園に
たくさんの鹿児島産黒豚を提供してくださった。「コロナ
禍で気持ちが沈んでいる地元を明るく盛り上げたい」と
いうお気持ちからプレゼントされた黒豚は、高校では寮
生の夕食に「黒豚の生姜焼き」として振る舞われた。「コ
ロナの影響で帰省がなく
なり落ち込んでいた中、
美味しいお肉を食べるこ
とができてとても元気が
出ました」と生徒たちは
嬉しそうに味わっていた。

 美味しい「鹿児島産黒豚」をいただきました 

　「お～いお茶新俳句大賞」の佳作
特別賞に、沖田真奈さん（看護学
科基礎課程３年６組）の「一輪の
蕾が咲いたこんにちは」が入賞し
た。全国から集まった190万句を超
える応募作品の中からの受賞。沖田さんは「自分で考え
た春の朝の情景を、どういう言葉を使ったら伝わるのか
考えて作りました」と笑顔で語った。沖田さんの作品は、
作品集とペットボトルラベルに掲載されることになる。

 第31回伊藤園「お～いお茶新俳句大賞」
 佳作特別賞入賞！！ 


